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岡山県学力・学習状況調査 

 

調査問題を活用した授業改善のポイント 

岡山県教育庁義務教育課 



国  語  



授業改善のポイント 

①つけたい力を明確に 

 

②つけたい力にふさわしい言語活動の設定・ 

  指導過程の構築 

 

③具体的な手立てを 

 

④系統性を踏まえた授業づくり 
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国
語
の
問
題 

３ 
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国
語
の
問
題 

３ 

３ 



◆
正
答
例 

（今
回
お
送
り
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
１
は
、
）  

わ
た
し
た
ち
の
県
に
つ
い
て
、
主
な
内
容
を
「岡
山
県
っ
て
こ
ん
な
と

こ
ろ
」で
紹
介
し
、
お
い
し
い
食
べ
物
や
岡
山
の
言
葉
を
の
せ
て
い
ま

す
。
関
心
を
引
く
記
事
は
あ
り
ま
し
た
か
。
岡
山
県
に
つ
い
て
、
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
来
月
に
は
、
「行
っ
て
み
よ

う
、
や
っ
て
み
よ
う
」と
題
し
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
体
験
に
つ
い
て
特
集

し
ま
す
。
（１
３
９
字
）  

◆
出
題
の
ね
ら
い 

 

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
複
数
の
記
事
を
結
び
つ
け

な
が
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
目
的
に
応
じ
て
適
切

な
文
章
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
問
題 

◆ 

問
題
の
概
要 

複
数
の
記
事
を
結
び
つ
け
な
が
ら
読
み
、
目
的
に
応
じ
て
適
切
な

文
章
を
書
く
記
述
式
問
題 

 
国
語
の
問
題 

３ 

４ 



 ①つけたい力を明確に 

 どのような能力を育成するのか？ 

 

○実生活で生きてはたらき、各教科等の学習の基本と 
 もなる国語の能力を身に付けること 
《中央教育審議会答申（平成２０年１月１７日）・国語科・改善の基本方針》 

 
＝ 

国語科の授業だけではなく、子どもの実
生活における読書や、各教科等での学
習などにも生きてはたらく力 

学習指導要領・指導事項で
確認を 

一つ一つの記事の
内容をきちんと読み
取らせなければ･･･ 

私たちが日常、資料を読
んだり、資料を作成した
りする場合にどのような
読む能力・書く能力を必
要とするか 

指導の 
意識改革 

５ 



 ①つけたい力を明確に 

 どのような能力を育成するのか？ 

６ 

効果
的な
構成を
考える。 



 ①つけたい力を明確に 

 どのような能力を育成するのか？ 

７ 

岡山の全体に関する記
事が、記事Ｄ 

食べ物に関する記事が、
記事Ｅと記事Ｈ 

観光地に関する記事が、
記事Ｄ、Ｆ 
言葉に関する記事が、 
記事Ｂだから・・・ 

１つ１つの記事の大まかな内容をつか
み、どのような意図で配置されているか
を読み取る。 

それぞれの記事
の大まかな内容
を把握、関連づけ
て考える。 



 ②つけたい力にふさわしい言語活動の選定・指導過程の構築 

 国語科における言語活動とは？ 

 ここで話し合う  ここで音読する 

 単元を貫く言語活動を位置付ける 

無目的に場面ごと、段落ごとに平板に読み取らせる指導を改善 
→児童生徒自身にとっての読む目的を明確にして本や文章を選

んだり、目的に応じて内容を的確にとらえたり、自分の考えをまと
めて交流したりするなど、児童生徒に必要な読む能力を調和的
に育成することが重要 
（「言語活動の充実に関する指導事例集」） 

といったばらばらの活動ではなく 

８ 



 ②つけたい力にふさわしい言語活動の選定・指導過程の構築 

指導過程の構築 
言語活動の位置
づけが指導過程
を変える!! パターン化された指導過程 

第一次 

課題を 

知る 

第二次 

 

教材文を場面・段落ごとに読み取る 

第三次 

自由 

読書 

  第一次    第二次     第三次   第四次 
ゴールと 

なる表現活動 

を示し、学習 

の目的意識を 

もたせる 

     表現活動に 

    必要な知識や 
 技能を身に付け 
 させる 

 習得した知 

 識や技能を 
 活用し、表 
 現活動に取 
 り組ませる 

表現活動 
の成果を 
交流し、 
学習を振り 
返らせる 

目的の明確化 

学習意欲の喚起 

 

主体的な学びの創造 

言語活動に必要な言語能力の育成 

第二次で習得した
知識・技能の活用 

身につけた知識・
技能の振り返り 

これまで 

９ 



つけたい力： 

目的に応じて、効果的な文章の構成を考え
る。 
目的に応じて、情報を収集し文章を書く。 

 
 

指導過程： 

①単元の第一次、第二次、第三次を通し、
一貫して「パンフレットをつくる」ことを位置
付ける。 

②第二次においても「パンフレットをつくる」
「パンフレットを送る」意識をもたせる。 

 ②つけたい力にふさわしい言語活動の選定・指導過程の構築 

１ 交流する学校の生徒が岡山に来
ることを前提としたパンフレットを作
成し、送付する。 

２ モデルとなるパンフレット等をも
とにパンフレット作成に必要な知
識や技能を身に付ける。 
  ・相手・目的に応じ効果的な構 
   成を考える。 
  ・取材する 
  ・記事を書く   

３ パンフレット・ビデオレターを作  
  成し、送付する。 

言語活動： 

編集の仕方や記事の書き方に注意してパ
ンフレットを作成する。 

収集した資料を効果的に使い、パンフレッ
トを作成する。 

岡山県紹介パンフレットをつくって○○
中学校に送ろう。 

１０ 



パンフレット作成の
意図や目的は？ 

児
童
生
徒
が
、
文
章
の

構
成
に
着
目
す
る
た
め

の
手
立
て
の
工
夫
を
。 

 
 

・ノ
ー
ト 

 
 

・ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

等 

 ③具体的な手立てを 

 目的や意図に応じて、文章全体の構成を考える。 

１１ 文章全体の
構成を考え
る 



 ③具体的な手立てを 

あなたが最も伝えたいこと
は何ですか？ 

そのために、どのような構
成にすると効果的だと考え
ますか？ 

 目的や意図に応じて、文章全体の構成を考える。 

まずは、岡山県全体のこ
とを知ってもらいたいの
で、岡山県全体のことを
書いた記事をＧの位置に
配置したいと思います。 

わたしは、岡山にどんな観
光地があるか知ってもらい
たいので、岡山の観光地
の記事をＤの位置に配置
したいと思います。 

岡山で有名な観光地
を知ってもらいたいの
で、美観地区の記事を
Ｆではなく、Ａの位置に
配置したいと思います。 

１２ 



（例）「書くこと」構成の発展系統（学習指導要領から） 

小
学
校 

第１・２学年 事柄の順序に沿って 

第３・４学年 段落の役割を理解 
段落相互の関係に注意して 

第５・６学年 文章全体の構成の効果 

中
学
校 

第１学年 集めた材料を分類、整理 
段落の役割を考えて文章を構成 

第２学年 自分の立場、伝えたい事実や事柄を明確
にして、文章の構成を工夫 

第３学年 文章の形態を選択 
適切な構成を工夫 

④系統性を踏まえた授業づくり～学年間／小・中の接続～ 

学年の発達段階・学習の系統性を踏まえた授業づくりを 

１３ 



１４ 

教科書では、 
学校図書５年 

「分かりやすくしょ
うかいしよう」 
光村図書６年 

「町のよさを伝え
るパンフレットを
つくろう」 

の学習と関連し
ています。 

④系統性を踏まえた授業づくり～学年間／小・中の接続～ 

中学校の 

三省堂１年 

「学校案内リーフ
レットをつくろう」 
光村１年 

「調べたことを報
告しよう」 

の学習につなが
ります。 


